
 

 

 

 

 

 

 

凡事徹底                   校長 髙橋 秀人 

 

30 年ほど前のことなので時効でしょう。私は高校教員がスタートでした。以下は

その時、担任した生徒のことです。その子が就職試験を受けたのですが、最初に受け

た会社は採用されませんでした。優秀な子だったので、相手の会社には失礼でした

が、採用されなかったか理由を聞きたくて電話しました。「試験の成績は大変によか

ったのです。しかし我が社は目の前のお客様相手の仕事が中心です。誰にでもできる

当たり前のことを、当たり前にできる人物を採用したい。」と、そして「解答用紙に

自分の氏名が書いてありませんでした。」と言われました。不採用の理由はその子に

も伝えました。幾ばくか人生にかかわることでもあったので、生徒本人のミスではあ

りましたが、落ち込みは激しかったことを覚えています。私も普段の指導が至らなか

ったのではと、猛烈に責任を感じました。 

 

普段の何気ない行動や行為・取り組みが大きな結果に繋

がることがあります。プラスの方に繋がるときもあれば、

マイナスの方に繋がるときもあります。上記のようなこと

は、普段から「もらったプリントに名前を書く」「テストの

時はしっかり氏名を記入する」「自分のもちものには記名す

る」･･･ことが身についていれば、何のことはなかったこと

かもしれません。 

テストに名前を書き忘れることは、小学校でも珍しくありません。そのような場

合、不注意等々を指摘しますが、そのあとの対応の方が大切です。しっかりと子ども

たちに話して説明して指導します。「名前を書く」ということだけで、将来にかかわ

ることだってあるのです。 

 

イエローハットを創業した鍵山秀三郎の座右の銘が「凡

事徹底」です。恥ずかしながら私は凡事徹底できないこと

が多いのです。そのため心の中で「凡事徹底」とつぶやき

ます。意味は「なんでもないような当たり前のことを徹底

的に行うこと」です。 

30年前のことを思い出しながら、凡事徹底を教育活動の

根っこに活かしていきたいと思いました。 
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 北海道に緊急事態宣言が出され、学校では、これまで行っていた感染予防対策をより一層、丁寧に行っており

ます。 

＜日常の予防対策＞ 

 ○毎朝教職員が子どもを出迎え、健康観察と共に手洗いうがいを徹底しています。 

 ○各教室に入る前には手指消毒をしています。 

 ○授業中、適宜換気をしています。 

 ○感染リスクの高い活動については見合わせています。 

（調理実習、唾液・呼気を調べる実験等、体の接触が多い運動、マスクを外しての合唱等） 

○給食は、全員前を向いて会話をせずに食べています。 

 ○下校後、校内の消毒作業を行っています。 

 ○保健便り等を通して、健康管理を指導しています。 

＜行事の見合わせ等＞ 

 ○運動会は、延期することとしました。 

 ○PTA 会議、学校運営協議会等、密にならないように、場合によっては書面で行っています。 

  

※密になるのを避け、感染対策を十分に行いながら日頃の学校活動を継続していけるようにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
緊急事態宣言による学校での感染対策について 

１日(火)～全校朝会 ALT  

３日(木)～短縮日課  

６日(日)～運動会→延期（休み） 

 

７日(月)～振替休業→通常登校 

８日(火)～短縮日課  

９日(水)～なかよし号 

１０日(木)～短縮日課 防犯教室 職員会議 

      安全の日 

１５日(火)～委員会 ALT 

１６日(水)～避難訓練 

１７日(木)～短縮日課  

 

２１日(月)～PTA 役員会（予定） 

２２日(火)～ALT クラブ フッ化物（開始予定） 

２３日(水)～短縮日課 参観・懇談(５・６年) 

      歯科指導① 

２４日(木)～短縮日課 参観・懇談(１・２年) 

      歯科指導② 

２５日(金)～短縮日課 参観・懇談(３・４年) 

２９日(火)～委員会 ALT フッ化物 

３０日(水)～短縮日課  

延期となった「運動会」ですが、７月１

８日（日）に実施予定です。コロナの感染

状況や天候の関係でこの日に実施できな

い場合は、後日プリントにてお知らせい

たします。 

※非常事態宣言等で実施が難しい場合、9

月 5日（日）で検討しています。 

『運動会』について 

４月の参観日、５月の家庭訪問、個人面談

と、お忙しい中、ご参加頂きありがとうござい

ました。学校と家庭とが共通理解した中でお

子さんの教育に当たっていきたいと思います

ので、今後ともよろしくお願いいたします。 


